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～東洋経済の住みよさランキングを検証～ 
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1. はじめに 

東洋経済の「住みよさランキング 2014 年」

では、3 位の野々市市をはじめ 10 位以内に北陸

の市が 5 市も入っている(表 1)。そこで、なぜ

北陸が住みやすいと評価されるのかを調査する。 

2. 目的 

 本研究の目的は、東洋経済の指標の特徴を見

つけ、他の調査を参考にランキングを作成し、

本当に住みやすいまちはどこかを考察すること

である。 

3. 内容と方法 

北九州都市協会(2004)（北九州方式）をベー

スに 95項目から入手可能な 38項目の指標を選

定し、東洋経済住みよさランキング上位 50 市

について、各項目に偏差値(=（得点－平均点）/

標準偏差×10＋50)をつけ、総合得点から、順

位づけした。さらに北陸が上位にくる理由を探

るために、東洋経済で使用されている 15 項目

を主成分分析した。 

表１：東洋経済ベスト 10 表 2：北九州式ベスト 10 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

4. 結果・考察 

北九州式を採用した順位は、東洋経済の順位

とは大きく異なった(表 2)。北陸では、富山市が

35 位から 5 位と大きく順位を上げた。その理由

は、東洋経済では採用されていない上水道使用

料金などの、公共基盤の項目で高順位になった

ことと、人口当たり卸売業年間販売額が 50 都

市中の 2 位で、高順位になったためである。一

方、かほく市は、7 位から 35 位、野々市市は、

3 位から 26 位と順位を落とした。 

東洋経済の指標の主成分分析の結果から（図

1）、第 1 主成分で特に強く出た項目は、世帯当

たりの住宅面積と持ち家率で、北陸の特徴とし

てあげられる要素である(北陸型)。例えば、世

帯当たりの住宅面積はトップ 5を北陸の都市が

独占しているため、東洋経済では上位だったと

いえる。つまり、東洋経済は北陸が有利になり

やすい項目が指標として使用されている。注目

なのは、東洋経済総合 3 位の野々市市が、北陸

の中でも例外として都市型の成分が強いことが

分かった。東洋経済で上位に入っている北陸の

都市には、典型的な北陸型と、野々市市のよう

な都市型の 2 タイプあることが分かった。 

5. おわりに 

本研究では、項目を増やすことで、相対的に

東洋経済で重視されていた住居の優位性が弱ま

ることを確認できた。 

 本研究の目的は、本当に住みやすいまちはど

こかを考察することであったが、何を指標に持

ってくるかで、住みやすさランキングは大きく

異なるという知見を得た。 
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 図 1：東洋経済の指標の主成分得点プロット図 


